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CADMZ2; IGSF4D; NECL3; Cell adhesion molecule 2; Immunoglobulin superfamily member
4D; IgSFAD; Nectin-like protein 3; NECL-3; Synaptic cell adhesion molecule 2; SynCAM 2
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞接着分子2（CADM2）ホモサピエンス この遺伝子は、免疫グロブリン（Ig）スーパーファミリーに属するシナプス細胞接着分子1（SynCAM）ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、3つのIg様ドメインと、C末端付近に細胞質タンパク質4.1結合部位を有しています。タンパク質4.1ファミリーに属するタンパク質は、スペクトリンを架橋し、他の細胞骨格タンパク質と相互作用します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2012年2月],類似性：ネクチンファミリーに属します。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含みます。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを2つ含みます。,
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	-
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	CADM2抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	IGSF4Dポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

